
鎭

西

上

人

の

生

活

前

田

聽

瑞

一

大

い

に

正

宗

を

紹

ぐ

わ
が
宗
組
法
然
上
人
の
門
下
で
、
す
ぼ
拔
け
て
光
つ
て
ゐ
る
の
は
何
・こ
云
つ
て
も
鐶
西
上
人
で
あ
る
。
宗
歡
的
人
格

・こ
し
て
の
、

あ
の
趣

豊
か
な
結
歸

一
行
の
生
活
が
、
世
の
多
く
の
人
々
を
轉
だ
相
肇
化
す
る
ε
こ
ろ
が
あ
つ
た
の
に
對
し
て
、
そ
の
抱
養

す
る

念
佛
思
想
が
吉
水

の
正
統

を
紹
ぐ
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、こ
し
て
、
淨
土
宗
史
上
に
於
け
る
鎭
西
上
人
の
意
昧
・こ
價
値
ご
を
認
め
た
も
の
に
、

夙

に
安
居

院
の
聖
覺
法
印
、
勢
觀
房
源
智
上
人
な
さ
の
あ

つ
た
こ
「こ
は
、
人
の
よ
く
知
る
ε
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

建
保

二
年
正
月
、
聖
覺
法
印
は
大
師
上
人

(法
然
)
の
第
三
年
の
御
忌

に
丁
り
て
、
御
追
善
の
た
め
に
、
眞
如
堂
で
七
日
間
道
俗
の
た
め
に

往
生
の
要
梱
、
上
人
勸
化
の
旨
を
演
暢
し
廣
読
し
た
が
、

「
こ
れ
も
し
我
大
師
法
然
上
人
の
仰
せ
ら
れ
ぬ
こ
・こ
を
申

さ
ば
、

當
時
の
本
奪
御

照
罸
し
給
候

へ
」

-こ
再
三
の
誓
言
を
し
て
の
ち
、

「
も
し
な
を
不
審
あ
ら
ん
人
は
、
鎭
西
の
聖
光
房
に
た
つ
ね
ーこ
は
る
べ
し
」

-こ
い
は
れ
た

ε
傳

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
(勅
修
御
傳
.
卷
+
七
)
聖
覺
法
印
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
法
然
上
入
門
下
の
俊
英
、こ
し
て
化
を
當
時
に
布

い
た

一
方
の
雄

鎭
で
あ

り
、
殊
に
上
人
か
ら

「
聖
覺
法
印
わ
が
心
を
知
れ
り
」
ε
ま
で
稱
嘆
せ
ら
れ
た
逸
才
で
あ
る
が
、
そ
の
法
印

を
し
て

大
呼

一
番

「
不

審
あ
ら
ん
入
は
鎭
西
の
聖
光
房
に
尋
ね
問
は
る
べ
し
」
ε
述
懐

せ
し
め
て
ゐ
る
、こ
こ
ろ
に
、
鎭
西
上
人
が
優
長
の
學

匠
、

正
義
傳
持
の
法
將

ε
し
て
如
何
に
門
弟
問
に
相
當
の
幅
を
持
つ
て
を
り
、
既
に
淨
土
正
統
第
二
祀
ε
し
て
の
大
き
な
存
在
-こ
な
つ
て
ゐ
た
何
よ
り
の

證
據
で
あ

7



る
・こ
思

ふ
。

叉
上
人

(
法
然
)
常
隨
給
仕
の

=
咼
足
、

勢
觀
房
源
智
上
人
は
、

「
先
師
念
佛
の
義
道
を
た
が

へ
す
申
す
入
は
、

鎭
西
の
聖
光
房
な
り
」

(勅
修
御
傳

.
卷
四
+
六
)
ε
言
つ
て
、
既

に
早
く
も
鎭
西
上
人
の
人
格
-こ
思
想
に
滲
む
正
義
傳
持
の
閃
き
を
看
破
し
た
。
「
予
が
門
弟
に
を
き

て
は
、

鎭
西
の
相
傳
を
も
て
、
我
が
義

ε
す
べ
し
。
さ
ら
に
別
流
を
た
つ
ぬ
べ
か
ら
す
」
ε
言
つ
た
の
も
亦
こ
の
勢
觀
房
の
附
弟
、

蓮
寂
房

で
あ
る
。
な
ほ
こ
の
外
、
二
奪
院
の
正
信
房
な
さ
も
、
わ
が
義
の
誤
ら
ぬ
證
誠

に
は
鎭
西
上
人
を
ひ
き
合
ひ
に
出
し
た
ε

言
は
れ
て
ゐ
る
。

以
上
は
同
門
同
僚
聞
に
於
け
る
鎭
西
上
入
の
映
像
で
あ

る
が
、
そ
の
恩
師
た
る
大
師
上
人
の
そ
れ
に
は
、

よ
り
深

い
意
義
が
あ
る
ε
稱
し

て
よ
い
。

「
汝
は
法
器
な
り
」
(勅
修
御
傳

.
卷
四
+
六
)
-こ
い
ふ
大
師
上
入
の

一
言
ほ
さ
簡
明
、
し
か
も
遺
憾
な
く
鎭
西
上
人
の
全
幅
を
傳

へ

た
言
葉

は
な
い
で
あ
ら
う
。
洵

に
聖
光
房
鎭
西
上
人
は

一
宗
優
長
の
學
匠
、
正
義
傳
持
の
法
器
で
あ
つ
た
。

身
に
選
擇
の
傳
を
麿
し
た
法
然

上
人
第

一
の
神
足
、
末
代
念
佛
の
龜
鑑
、
九
品
の
棟
梁
、
こ
れ
が
鎭
西
上
入
の
姿
で
あ

つ
た
。
上
人
滅
後
五
百
九
十
年
、

畏
く
も

仁
孝
天

皇
は
勅

し
て

「大
紹
正
宗
國
師
」
の
謚
號
を
賜
つ
た
ーこ
い
ふ
こ
・こ
は
、
正
に
上
人
紹
隆
の
徳
光
千
古
の
輝
け
る
も
の
、

茲
に
吾
曹
は
奉
謝
の

念
自
ら
禁
す
る
能
は
ざ
る
も
の
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
大
紹
正
宗
國
師
、
鎭
西
上
人
は
如
何
に
し
て
、
そ
の
深

い
宗
歡
的
理
念
を
捕

へ
る
こ
ε
が
出
來
た
で
あ
ら
う
か
。

そ
れ
を
殘

る
所
な
く
描
出
す
る
こ
ーこ
は
、
到
底
僅
少
な
紙
數
の
よ
く
す
る
所
で
は
な
い
上
、
餘
り
に
研
究
的
に
な
つ
て
興
味
の
少
い
部
分
も

多
か
ら
う

か
ら
、

こ
瓦
で
は
た
穿
特
異
な
二
三
の
點
を
擧
げ
る
に
止
め
て
置
か
う
。

二

聖
道
淨
土
条
學
の
人
之
を
知
る
べ
し

二
祀
鎭
西
上
人
が
三
十
有
餘
歳
年
下
の
然
阿
良
忠
上
人
・こ
堅
い
師
弟
の
契
約
を
結
ば
れ
た
頃
、
帥
ち
二
祗
が
既
に
七
十
五
歳
・こ
い
ふ
老
境

　



に
逹
し

て
ゐ
ら
れ
た
時
分
、
二
租
は
こ

玉
に
傳
法
の
適
器
を
得
て
、
意
氣
更
に
新
た
に
、
法
燈
護
持
の
至
誠
に
燃
え
、
精
力
彌

々
集
中
し
て

.

廣
度
衆

生
の
た
め
に
念
佛

の
奥
義
を
後
賢
に
留
め
贈

つ
た
畢
世
の
大
著
が
例
の

『
徹
選
擇
本
願
念
佛
集
』
で
あ
る
。

そ
の
申
で
上
人
は
か
う

書

い
て

ゐ
ら
れ
る
。

「
沙

門
某
甲
昔
聖
道
門
を
學
せ
し
の
時
、
聊
か
彼
の
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
義
を
習
ひ
傳

へ
、
今
淨
土
門
に
入
て
の
後
に
、

叉
此
の
選
擇

本
願
念
佛
往
生
の
義
を
相
承
す
。
二
師
の
相
傳
を
以
て
聖
教
の
諸
文
を
見
る
に
其
の
義
更
に
教
文
に
違
は
す
。

單

の
聖
道
門
の
人
、
單
の

淨
土
門
の
人
は
之
を
知
る
べ
か
ら
す
。
聖
道
淨
土
象
學
の
人
之
を
知
る
べ
し
。
自
ら
此
の
意
を
得
て

一
切
の
大
乘
經
を
披
き
、

一
切
の
大

乘
論
を
見
る
に
隨
喜
の
涙
禁
じ
難
し
。
此
則
ち
聖
教
の
源
底
な
り
。
法
門
の
奥
藏
福
り
。
佛
菩
薩
の
秘
術
な
り
。」

ε
。
こ
れ
は
正
し
く
上
人
の
自
叙
傳
で
あ
る
ε
稱
し
て
よ
い
。
上
人
の
立
瘍
は
何
、こ
云
つ
て
も

「偏
依
法
然
」
で
あ
る
。
か
の

「
わ
が
大
師
釋

霹
は
た

讐
法
然
上
入
な
り
」

ε
い
ふ
の
が
鎭
西
上
人
の
大
信
念
で
あ
ろ
。
鎭
西
上
入
、こ
し
て
は
飽

く
ま
で
も
法
然
上
入
が
本
で
あ
り
、

法
然

上
人
が

眼
目
で
あ
り
、
法
然
上
人
が
依
處
で
あ
る
。
實
に
鎭
西
上
入
は
如
何
な
る
瘍
合
に
も
選
擇
本
願
念
佛
の
大
義

を
租
逑
し

顯
彰
し
、
以

て
宗
風

萬
代
に
墜
ち
ざ
る
底
の
方
便
を
具
足
し
修
滿
す
ゐ
た
め
に
謙
苦
精
進
せ
ら
れ
た
。
有
名
な

『
末
代
念
佛
授
手
印
』
の
序
に

於
て
は
了

々
分
明
に
大
紹
正
宗
-こ
し
て
の
上
人
そ
れ
自
體
が
淨
彫
さ
れ
て
ゐ
る
。
上
人
の
生
活
は
正
に
正
義
傳
持
、

宗
風
紹
隆
の
た
め
の
そ
れ
で
、
聖

經
に
所
謂

「
專
ら
法
を
樂
求
し
て
心
に
厭
足
な
じ
。
常

に
廣
読
を
欲
し
て
志
疲
倦

な
し
」
・こ
の
金
言
は
、
蓋
し
上
人

の
た
め
に
作
ら
れ
た
る

乎
を
思

は
し
む
る
も
の
が
あ
る
程
で
あ

る
。

し
か
し
乍
ら
、
そ
れ
に
も
拘
ら
す

「
單
の
聖
道
門
の
人
、
單
の
淨
土
門
の
人
は
之
を
知
る
べ
か
ら
す
。

聖
道
淨
土

象
學
の
入
之
を
知
る
べ
.

し
」
ε
言
つ
て
、
特

に
聖
淨
二
門
蓑
學
の
こ
・こ
を
力
詮
し
て
ゐ
ら
れ
る
所
以
は
、
實
を
云

へ
ば

「
わ
が
大
師
釋
尊
は
た

虻
法
然
上
入
な
り
」

ε
い
ふ
鎭
西
上
人
獨
自
の
體
驗
か
ら
流
露
す
る
も
の
で
、
更
に
あ
け
す
け
に
雪

へ
ば

一
方
に
於
て
は
先
師
上
入
の
廣
學
博
覽
の

智
徳
を
顯
さ

9



ん
が
爲

め
で
あ
る
ε
同
時
に
、
他
方

に
は
濁
世
末
代
の
小
智
愚
鈍
の
迷
惑
を
救
は
ん
ーこ
す
る
高
明
な
る
意
鬪
か
ら
で
あ
ら
う
。

帥

ち
鎭
西
上

入
の
胸
底
に
は
先
師
上
入
の
選
擇
本
願
念
佛
こ
そ
實
に
聖
教
の
源
底
で
あ
り
、
法
門
の
奥
藏
で
あ

る
・こ
い
ふ
深
い
自

證
、こ
、

特
に
こ
の
點
、

こ
の
理
趣
を
通
徹
し
開
闡
せ
ん
こ
す
る
堅
正
不
卻
の
或
る
積
極
力
が
不
斷
に
働
い
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

實
に
か
の
高
阻
善
導
大
師
が

「

若
し
解

を
學
ば
ん
,こ
欲
せ
ば
凡
よ
り
聖
に
至
り
、
乃
至
佛
果
ま
で

一
切
無
礙

に
皆
學
す
る
こ
,こ
を
得
よ
。」
(觀
經
散
善
義
)
、こ
勸
誡
せ
ら
れ
、

宗
租
法
然
上
入
が

「
凡
そ
淨
土
の
學
人
は

亦
應

に
大
藏
經
を
學
す
べ
し
。

(中
略
)
矧
ん
や
IY¥解
;',
ﾔ
法
師
を
や
」
(
漢
語
燈
錬
第
八
)
・こ
訓
鍮

さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
凡
そ

「本
願
念
佛
」
、
「
選
擇
本
願
念
佛
」
の
雄
大
な
る
御
提
唱
は
謂
ゆ
る

「
底
を
窮
め
て
そ
の

妙
寳
を
得
」
ら
れ
た

も
の
で
、
聖
淨
二
門
兼
學
、
法
門
無
馨
誓
願
知
の
遠
景
が
あ

つ
て
の
邏
擇
本
願
念
佛
で
あ
る
ご
云
ふ
眞
實
の
際
を
分
別

し
顯
示
す
る
た
め
の

「
聖
道

淨
土
秉
學
の
入
之
を
知
る
べ
し
」
で
あ

る
こ
、こ
は
臭
々
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
黜
で
あ

る
。

窮
老
の
微
賤
、
圖
ら
ざ
る
に
存
命
し
、
念
佛
の
暇
に
當
り
、
行
法
の
隙
を
謄
て
、

一
切
經
藏
を
披
き
、
優
婆
提
舍

を
覽
る
に
、

邏
擇
の
正

文
經
敦
の
詮
に
相
應

し
、
念
佛
の
妙
義
論
家
の
釋
に
違

ふ
r)
°/1な
し
。
計
り
知
り
ぬ
。
上
人
博
覽
の
智
、
得
て
稱

す
べ
か
ら
ざ
る

も
の
な

り
o

(徹
選
擇
集
・
卷
上
)

・こ
は
、
鎭
西
上
人
自
ら
の
述
懐
で
あ
る
。
蓋
し
智
慧
聖
明
、
深
法
門
を
顯
示
し
、
正
義
傳
持
、
大
紹
正
宗
を
以
て
自

ら
の
本
分
ご

任
す
る
上

人
が
聖
淨
二
門
象
學
の
學
風
に
據
ら
れ
た
の
も
、
决

し
て
偶
然
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
洵
に
天
成
不
思
議
の
な
す
所
、
智
徳
の
廣
大
、

後
人

を
し
て
潟
仰
止
ま
ざ
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
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三

精

神

百

倍

せ

る

晩

年

末
路
晩
年
は
君
子
更
に
宜
し
く
精
棘
百
倍
す
べ
し



ε
は
有
名
な
る

『
茶
根
譚
』
の
』葺
葉
で
あ
る
。
上
入
が
晩
年
十
ケ
年
間
は
渾
身
を
た
璽
正
義
の
傳
持
、
大
道
の
顯
示
の
た
め
に
捧
け
ら
れ
た

の
で
あ

る
。
勿
論
か

製
る
生
活
は
内
に
燃
ゆ
る
願
往
生
心
、
佛
恩
報
謝
、
念
佛
報
國
の
至
誠
の
支

へ
な
く
し
て
は

出

來
る
こ
ご
で
は
な
い
が

他
面
亦

そ
こ
に
内
外
の
情
勢
が
預
つ
て
力
の
あ
る
こ
・こ
を
否
む
こ
ご
が
出
來
な
い
。

思
ふ
に
、
上
入
が
正
法
傳
持
の
聖
心
を
刺
激
し
躍
進
せ
し
め
た
も
の
は
圭
ε
し
て
同
門
同
行
聞
に
於
け
る
異
義
諍
論
で

あ

つ
た
よ
う
に
見

え
る
。

然
れ
曹
も
上
人

(法
然
)
往
生
の
後
、

其
義
を
水
火
に
諍
ひ
其
論
を
蘭
菊
に
致
す
。
還

つ
て
念
佛
の
行
を
失
し
、
室
し
く

淨
土
の
業
を
廢

す
。
悲

い
哉
、
悲

い
哉
、
い
か

じ
せ
ん
、
い
か
サ
せ
ん
。
爰
に
貧
道
齡
己
に
七
旬
に
及
び
、
餘
命
叉
幾
は
く
な
ら
す
、

惱
ま
す
愁

へ
す
し

て
筌

し
く
止
む
べ
か
ち
す
。
之
に
依
つ
て
肥
州
白
河
川
の
邊
、
往
生
院
の
内
に
於
て
、
二
十
有
餘
の
衆
徒
を
結
び
、

四
十
八
の
日
夜
を
限

つ
て
、
別
時
の
淨
業
を
修
し
、
如
法
の
念
佛
を
勤
む
。
此
間
に
於
て
徒
ら
に
稱
名
の
行
を
失
は
ん
こ
・こ
を
惱
み
、

室
し
く
正
行
の
勤
を
廢

せ
ん
こ
ーこ
を
悲
み
、
且
つ
は
然
師
報
恩
の
爲
め
、
且
つ
は
念
佛
興
隆
の
爲
め
、
弟
子
が
昔
の
聞
に
任
せ
、
沙
門
が
相
傳
に
依

つ
て

之
を
録

し
て
留
め
て
向
後
に
鱠

る
。
(未
代
念
佛
授
手
印
序
)

『
授
手
印
』
撰
述
の
動
因
が
同
門
同
行
聞

に
於
け
る
宗
義
上
の
諍
論
紛
糾
に
あ

つ
た
こ
・こ
は
至
極
明
瞭
で
あ
る
。

(
こ
れ
に
關
す
る
具
體
的

な
話
は

『
東
宗
要
』
第
四

・

『决
答
授
手
印
疑
問
鈔
』
卷
上
な
「ご
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る

け
れ
,こ
も
、

今
は

一
切
省
略
す
る

こ
・こ
曳
す
る
。
)

徇

『
授
手
印
』
裏
書

に
於
て
か
の

一
念
義

(幸
西
)
弘
願
義

(證
筌
)
寂
光
淨
土
義

(行
室
)
の
三
義
を
ば
邪
義
・こ
し
て

排
撃
せ
る
が
如
き

更
に

『
念
佛
名
義
集
』
・
『
念
佛
三
心
要
集
』
∴
。淨
土
宗
名
目
問
答
』

に
於
て
も
亦
同
門
下
の
異
義
並
に
邪
義

に
對
し
て
論
難
攻
撃
の

鏡
鋒
が

向
け
ら
れ
て
ゐ
る
に
徴
し
て
も
、
當
時
宗
祗
門
下
の
情
勢
は
い
は
壁
是
非
紛
然
、
内
憂
内
患
の
非
常
時
で
あ

つ
た
・こ
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

こ
れ
等
の
憂
患
、こ
同
時

起
、
外
に
は
叉
專
修
念
佛

に
對
す
る
謗
難
が
あ
る
。
例

へ
ば
菩
提
心
を
無
覗
す
る
は
大
乘
の

法
門
で
は
な

い
ーこ
し
て
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謗
難
す

る

『
摧
邪
輪
』

一
派
の
如
き
、
大
日
房
の
謂
ゆ
る

「念
佛
者
但
南
無
阿
彌
陀
佛
卜
勸

ル
ナ
ル
ゾ

テ
カ
シ
キ
事

也
。

稱
名

ハ
拍
.+
也
、

舞

ハ
ン
折
リ
ノ
拍
子
也
」
(徹
選
襌
鈔

・
上
)
-こ
の
謗
難
の
如
き
は
、
そ
の
最
も
よ
き
證
左
で
あ
ら
う
。
吾
人
は
こ
曳
で
煩
は
し
く
そ
れ
等
の
例

を
引
用
せ
ぬ
が
、
貞
慶
解
脱
上
人
の
如
き
は

「念
佛
は
淺
近
で
取
る
に
足
ら
ぬ
」
(興
福
寺
奏
欺
)
、こ
き
め
つ
け
て
ゐ
る
し
、
榮
西
禪
師
の
如
き

も

「
禪
を
離
れ
た
口
稱
念
佛
は
往
生
の
業

・こ
は
な
ら
ぬ
」
(興
殫
護
國
譌

・
卷
下
)
・こ
言
つ
た
位
で
、
い
は
璽
わ
が
鎭
西
上
入
は

一
面
外
難
外
患

の
眞

つ
只
中
に
痛
居
せ
ら
れ
,j1
rこ
言
つ
て
も
よ
い
・こ
想
像
さ
れ
る
。

但
し
、
内
憂
外
患
痛
.こ
共
に
居
し
た
鎭
西
上
入
の
晩
年
も
、
天
興
か
偶
然
か
、
傳
法
の
適
器
然
阿
良
忠
上
人
を
得

て
、

欣
挽

一
番

、
精
瀞

更
に
百
倍
し
て
、
師
資
共
に
志
勇
精
進
、
心
退
弱
せ
す
傳
法
傳
臧
、
進
ん
で
淨
土
宗
要
八
十
題
の
口
訣
を
傳
受
せ
ら
れ
た
る
が
如
き
、

蓋
し

わ
が

鎭
西
上
人
の
胸
奥
、
熈
怡
快
樂
言
ふ
に
た
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ

つ
た
ら
う
ーこ
思
は
れ
る
。
洵
に
淨
土
宗
要

八
十
題
は

遠
く
宗
祗
法

然
上
人

の
口
傳
よ
り
成
れ
る
も
の
、
殊
に
良
曉
上
人
が

「
此
の
鈔
物
は
當
流
秘
藏
の
書
な
り
。
(
中
略
)
た
・こ
ひ

一
門

た
り
・こ
も
他
見
に
及
ぶ

べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
」
(
淨
土
宗
要

・末
尾
)
・こ
記
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
吉
水
正
流
秘
藏
の
傳
書

で
あ
る
。
か
く
傳

々
相
承
の
法
義
、
組
々
己
證

の
奥
旨
傳

へ
て
遺
す
こ
・こ
な
く
、
殊
に

「
我
法
は
然
阿
に
授
け
畢
り
ぬ
。
法
燈
何
ぞ
銷
ん
。
然
阿
は
是
れ
予
が
盛
年

に
還
れ
る
な
り
。

遺
弟

此
人
に
對
し
て
不
審
を
决
す
べ
し
。」
(選
擇
傳
弘
决
疑
鈔

.
卷
五
)
・こ
い
ふ
印
可
决
定
の
表
現
は
、
正
に
そ
の
昔
鎭
西
上
人
が
吉
水
の
禪
房
に
於

て

「
汝
は
法
器
な
り
」
,こ
稱
歎
せ
ら
れ
し
・こ
同
斷
、
眞
に
淨
土
宗
史
上
比
類
稀
な
記
録
で
あ

つ
て
、

一
宗
末
代
の
元

祗
は
か

丶
つ
て

茲
に
存

す
る
・こ
云
つ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

思
ふ
に
、
正
法
傳
持
の
大
任
を
荷
負
し
て
ゐ
た
鎭
西
上
人
は
内
憂
外
患
の
聞
に
處
し
て
、
毫
も
屈
す
る
所
な
く
、

釜
々
破
邪
顯
正
の
熾
烈

を
加

へ
、
そ
の
晩
年
は
精
棘
更
に
百
倍
し
て
、
精
力
自
然
に
發
應
し
て
無
蠱
不
磨
の
寳
藏
を
開
き
、

組
述
憲
章
の
義

燈
高
く
光
を
放
つ
て
、

正
宗
今

に
至
つ
て
墜
ち
ざ
る
は
、

一
に
上
人
の
信
力
法
力
に
負

ふ
も
の
な
る
こ
、こ
を
特

に
銘
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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四

念

死

念

佛

八
萬
の
法
門
は
死
の

一
字
を
読
く
。
然
れ
ば
則
ち
死
を
忘
れ
ざ
れ
ば
、
八
萬
の
法
門
を
自
然
に
心
得
た
る
も
の
に
あ
る
な
り
。
(
一
言
芳
談
)

ま
た
安
心
起
行
の
要
は
、
念
死
念
佛
に
あ
り
、こ
て
、
つ
ね
の
こ
、こ
わ
ざ
に
は
、
い
つ
る
息
、
い
る
息
を
ま
た
す
、

入
る
息
、

出
る
怠

を
ま

た
す
、
た
す
け
た
ま

へ
阿
彌
陀
ほ
・こ
け
・こ
ぞ
申
さ
れ
け
る
。

(勅
修
御
傳

・
卷
四
+
六
)

こ

れ
等
の
文
句
は
鎭
西
上
人
常
の
御
述
懷

で
、

い
は
壁
上
人
の
魂
で
あ
り
、
生
活
で
あ
り
、
宗
敏
で
あ
り
、

そ
し

て
哲
學
で
も
あ
る
。
別

な
言
葉
で
云

へ
ば
上
人

一
代
の
御
發
見
、

一
代
の
獨
創
こ
そ
念
死
念
佛
で
あ
る
。

・

蓋

し
、

「八
萬
の
法
門
は
死
の

一
字
を
諡
く
」
ε
い
ふ
上
人
の
透
徹
せ
る
慧
觀
は
、

一
日
舍
弟
三
明
房
の
卒
倒
を

目
撃
さ
れ
た
、こ
い
ふ
特

殊
的
經

驗
に
據
る
・こ
す
る
論
者
も
あ

る
が
、

私
を
以
て
之
を
見
れ
ば
單
に
個
人
の

特
殊
的
經
驗
よ
り
は
寧
ろ

人
生
を

全
體
・こ
し
て
死
、

無

常
、
暫

有
-こ
痛
感
す
る
こ
・こ
に
よ
つ
て
念
死
念
佛
ε
い
ふ
雄
大
な
る
鐵
案
が
産
ま
れ
た
も
の
だ
ーこ
思
は
れ
る
。

「
人
の
命
は
雨
の

晴
間
を
待

つ
も

の
か
は
」
。
諸
行
は
無
常
で
あ

る
。
諸
法
は
無
我
で
あ
る
。

一
切
は
衆
縁
所
生
の
姿
で
あ
る
。

一
切
の
法
は
獪
し
夢
-こ
幻
、こ
響
・こ
の
如
し

ε
覺

了
す
る
こ
・こ
は
齣
ち
法
を
見
、
眞
を
見
る
こ
ε
で
あ
り
、
人
生
を
全
體
・こ
し
て
見
て
の
價
値
で
あ
る
。

こ
の
意

味
に
於
て
念
死
そ
れ
自

體
に
哲
學
的
根
據
が
あ

る
ーこ
言

つ
て
よ
い
。
私
が
先
き
に
念
死
は
上
人
の
哲
學
で
あ

る
ーこ
云
つ
た
所
以
は
帥
ち
こ
玉
に
あ

る
。

ε
こ
ろ
で
、

死
を
念

す
る
こ
、こ

(
念
死
)

は
阿
彌
陀
ほ
、こ
け

へ
の
志
向

(念
佛
)
を
増
長
す
る
。
死
を
念
す
る
心
は
光
壽
無
量
の

大
生
命
を
思
慕
す
る
心

で
あ

る
。

換
';lli;す
れ
ば
念
死
即
ち
無
常
性
を
知
見
し
内
面
化
す
る
こ
ε
は

一
つ
の
智
慧

で
あ
り
、
正
見
の
樹
立

で
あ
る
。

正
見
の
樹
立
は
正
行
の
進

轉
ε
な

る
。
安
心
起
行
の
要
は
念
死
念
佛
に
あ
る
。
こ
れ
は
實

に
驚
く
べ
き
世
界
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
れ
が
わ
が
鎭
西
上
人
の
生
活
で
あ

23



る
。
念
死
念
佛
1

こ
の
立
瘍
は
上
人
の
生
活
に
於
て
そ
の
ま

瓦
支
持
さ
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
上
人
自
ら

「
爰
を
以
て

弟
子
行
す
る
,こ
こ
ろ
は

彌
陀
の
寳
號
晝
夜
廢
す
る
こ
・こ
な
く
、
願
す
る
・こ
こ
ろ
は
安
養
の
淨
刹
寤
寐

に
も
忘
れ
す
。し
(識
知
淨
土
論
Y
こ
言

へ
る
が
如
き
、
况
し
て
「
長

時
の
御
勤
め
は
、
生
年
三
十
六
の
夏
よ
り
七
十
七
の
春
に
至
る
ま
で
、

一
分
も
時
尅
を
違

へ
す
、
六
時
の
禮
讃
・こ
六
卷
の

阿
彌
陀
經
-こ
を
御

勤
め
候

へ
き
」
(决
答
授
手
印
疑
問
鈔

・
卷
下
)
ε
記
し
て
ゐ
る
三
祺
の
見
聞
實
録
の
如
き
は
、
そ
の
最
も
よ
き
證
左
で
あ
ら
う
。
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五

一

字

三

禮

叉
年
齢
六
十
九
、寛
喜
二
年
七
月
廿
八
日
、
一
宇
三
禮
、
燒
香
散
花
、
如
法
如
詮
、書
昌阿
彌
陀
經

一
卷
↓擬
菖臨
絡
之
持
經
一焉
。

(聖
光
上
人
傳
)

一
刀
三
禮
の
藝
術
、

一
字
三
禮
の
寫
經
に
は
法
欲
に
燃
ゆ
る
勤
精
進
の
佛
事
を
直
感
す
お
こ
ε
が
出
來
る
。

願
往
生
者
に
、こ
つ
て
は
精
進

一
心

は
是
れ
道
瘍
で
あ
る
。

一
向

專
修
の
行
者

に
ーこ
つ
て
は

一
字
三
禮
の
阿
彌
陀
經
は
是
れ
道
瘍
で
あ
る
。

一
字
三
禮
は
齋
戒
沐
浴
す
る
心
で
あ

る
。

ニ
イ
チ
ヱ
の
語

リ

ユ
ス
テ

ル

ソ

ハ
イ
ト

　ナ

ハ
　
ヘ
ヱ

エ

を
藉

れ
ば

「高

み

へ
の

情

思
」
で
あ
る
。
鎭
西
上
人
に
取
つ
て
は
阿
彌
陀
經
は
念
佛
往
生
の

劵
契
で
あ
る
。
(决
答
鈔

・
卷
下
)
上
人
の
淨

寫
し
給
ひ
し
三
禮

一
字
は
單
な
る
文
字
で
な
く
て
上
人
そ
れ
自
身
で
あ
る
。
上
人
は
三
禮

一
字
を

一
度
の
往
生
に
あ

て
が

ひ
て

淨
冩
さ
れ
た

も
の

で
、
そ
れ
は
そ
の
ま
曳
精
進
波
羅
密
で
あ
り
、
六
波
羅
密
で
あ
り
、
念
佛

三
昧
で
あ
る
。
蓋
し

一
字
三
禮
の
阿
彌
陀
經
は

こ
れ
を
形
式

的
に
見
れ
ば
恭
敬
修
に
外
な
ら
ぬ
け
れ
さ
も
、
内
容
的
に
は

『
阿
彌
陀
經
』
の
精
紳
を
實
行
し
、
體
驗
し
、
内
面
化
せ
る

無
餘
修
で
あ
り
、

無
聞
修
で
あ
り
、
長
時
修
で
も
あ
る
こ
・こ
は
飽
く
ま
で
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
點
で
あ
る
。
鎭
西
上
人
の
行
規
の
特
色

は
飽
く
ま
で
も
口

稱
の

一
行
三
昧
に
結
歸
す
る
、こ
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
こ
の
點
は

『
末
代
念
佛
授
手
印
』
の
奥
圖
を

一
暼
す
れ
ば
甚
だ
明
了
な
る
も
の
が
あ
る
。

即
ち
そ
こ
に
は
、
宗
組
法
然
上
人
の
言
葉
を
引
い
て
、
三
心
も
南
無
阿
彌
陀
佛
、
五
念
も
南
無
阿
彌
陀
佛
、

四
修
も
南
無
阿
彌
陀
佛
・、
三
種



行
儀
も
南
無
阿
彌
陀
佛

・こ
書
か
れ
て
、
口
稱
念
佛
の

一
行
を
以
て
、
六
重
二
十
二
件
の
總
體
の
歸
結
ε
さ
れ
て
ゐ
る
。

か
く
て
吾
々
は
鎭
西

上
入

の
生
活
の
中
心
が
南
無
阿
彌
陀
佛

で
あ
る
こ
ε
が
領
解
せ
ら
れ
る
。
上
人
は
恩
師
法
然
上
人
を

「
生
き
如
來
」

ε
仰
ぎ
、

大
師
繹
霹
・こ

仰
ぎ
奉

つ
て
、
そ
の
師
の
内
面
的
發
展
を
精
細
に
跡
付
け
、そ
の
通
ら
れ
た
道
を
自
分
も
内
面
的
に
通
徹
せ
ん
・こ
謙
苦

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
意

味
に
於
て
か
の

一
字
三
禮
の
寫
經
生
活
も
所
詮
は
常
に

「
師
」

に
照
ら
し
て
自
己
を
完
成
せ
ん
¶こ
す
る
方
便

で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

『
勅
修
御
傳
」
(卷
四
+
六
)
に
は

ひ
つ
じ
の
ニ
く

嘉
頑

四
年
二
月
廿
九
日

未

尅
、
七
條
の
袈
裟
を
着
し
、
頭
北
面
西
に
し
て
、
五
色
の
は
た
を
ひ
か

へ
、

夲
生
の
發
願
に
ま
か
せ
て
、

一

字

三
禮
の
自
筆
の
阿
彌
陀
經
を
、
合
掌
の
母
指
に
さ
し
は
さ
み
て
、
念
佛
す
る
こ
、こ
一
時
ば
か
り
、
最
後
に
は
こ

、こ
に

高
聲
に
ε
な

へ
て

光
明
遍
照
・こ
て
、
い
ま
だ

つ
ぎ
の
句
に
い
た
ら
ざ
る
に
、
ね
ぶ
る
が
ご
ーこ
く
し
て
寂
に
歸
す
。

・こ
記

る
さ
れ
て
あ
る
。
良
に
末
代
念
佛
の
霾
鑑
、
お
ろ
か
な
ら
ぬ
御
事
で
あ
る
。

六

曉

の

宴

座
ー

念

佛

報

國

人

凱、ヒ
こ
に
閑
居
の
所
を
ば
、
高
野
粉
河
愉こ
申
あ

へ
,こ
も
、
我
身
に
は
、
あ
か
つ
き
の
ね
ざ
め
の
・こ
こ
に
し
か
す
。

(
勅
修
御
傳

・
卷
四
+
六
ー

上
入
つ
ね
の
御
述
懐
)

惟

ふ
に
聖
經
に
所
謂

「
一
乘
を
究
竟
し
て
彼
岸
に
至
る
」
「こ
い
ふ
こ
ーこ
は
决
し
て
容
易
の
業
で
は
な
い
。

「淨
土
宗
の

一
乘
は

唄
向
專
修
の

南
無

阿
彌
陀
佛
の

一
乘
で
あ
る
。
」
(西
宗
要

.
卷
二
)
こ
の
南
無
阿
彌
陀
佛
の

一
乘
を
究
竟
す
る
こ
・こ
は
亦
無
難
で
は
な
い
。

こ
」
に
上
人
の

へ

も

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

ヘ

ヘ

へ

謂
ゆ
る
あ
か
つ
き
の
ね
ざ
め
の
ーこ
こ
の
所
り
が
あ

つ
た
こ
・こ
」
思
は
れ
る
。
曉
の
寢
ざ
め
の
宴
坐
は
正

に
正
見
正
思
惟
の

勝
境
で
あ
る
。

畏

く
も

明
治
天
皇
の
御
製
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曉

の

ね

ざ

め

し

つ

か

に

お

も

ふ

か

な

わ

が

ま

つ

り

慨、」
ε

い

か

野

あ

ら

む

・こ

の
大
御
心
を
拜
し
奉
る
こ
ε
は
洵
に
恐
懼
の
至
り
で
あ
る
。
叉
弘
法
大
師
の
有
名
な

「後
夜
聞
二佛
法
僭
鳥

こ
の
詩
に
も

ス

ノ

閑

林

獨

坐

草

堂

曉

三

寳

之

聲

聞
⇒
一
鳥

一
鳥

有
レ
聲

聲

有
レ
心

聲

心

雲

水

倶

了

了

・こ
あ

る
が
、
こ
れ
帥
ち
曉
旦
の
静
寂
が
禪
思
正
觀
に
ふ
さ
は
し
い
か
ら
で
あ
る
・こ
云

へ
る
。
わ
が
鎭
西
上
入
も
亦
曉

の
ね
ざ
め
の

靜
寂
に
於

て
自
省

自
戒
、

三
業
清
淨
の
い
の
り
を
忘
れ
給
は
す
、

晨
朝
の
ひ
か
り
の
窓
に
不
離
佛

・
値
遇
佛
の
義
を
禪
思
し
給

ふ
た
。

上
人
は
春
し

あ
か
ぬ
し

つ
か
な
る
曉
星
の
あ
し
た
、
あ
か
つ
き
寒
き
冬
の
獨
房
に
瞑
臼
端
坐
、
た

ビ
茜
深
の
念
佛
三
昧
に
思
ひ
を
凝
ら
し
給

ふ
た
。

帥
ち
上
入
が
暁

の
ね
ざ
め
の
宴
坐
は
反
省

92
懺
悔
の
坐
で
あ
り
、
現
當
の
い
の
り
の
坐
で
あ
つ
た
。
け
れ
「こ
も
、
上
人
は
自
己
の
救
濟
を
以
て

自
ら
滿
足
す

る
獨
善
者
流
で
は
な
か
つ
た
。
上
人
の
眼
中
に
は
そ
の
昔
、
天
台
の
門
流
を
酌
ん
だ
當
初
よ
り
、
更
に
淨
土
の
金
池
に
望
ん
で
念
佛

の
明
月

を
翫

び
、
而
し
て
嘉
頑
四
年
二
月
二
十
九
日
、
七
十
六
歳

髫

一
期
・こ
し
て
筑
後
の
善
導
精
舍
に
示
寂
せ
ら
る
玉
迄
、

た
璽
淨
佛
國
土
成
就
衆

生
の
普
賢
行
の
躍
進
で
あ
つ
た
。
上
人
の
宗
歡
は

一
向
專
修
、
結
鯑

一
行
の
宗
教
で
あ
り
、
度
世
、
救
世
界
の
宗
教

で
あ
つ
た
が

更
に
最
も

救
國

の
宗
歡
で
あ
つ
た
。

こ
の
念
佛
法
門
を
傳

へ
受
け
た
れ
ば
、
日
本
國
の

一
切
の
入

々
を
助
け
牽
ら
ん
が
た
め
に
、
年
七
旬

に
な
り
て
、

最
後
の
化
道
等
)存
じ
て

ワ
ナ
ナ
ク
く

注
し
置
き
候
也
・こ
て
、
樣
風
流
な
く
、
只
心
に
極
樂
を
欣
び
、
口
に
南
無
阿
彌
陀
佛

、こ
申
し
て
、
あ
し
か
ら
ん

業
を
作
ら

ん

を
ば
、
隨
ひ
給

ふ
べ
か
ら
す
。
(念
佛
三
心
要
集
)

こ
の

一
文
を
誦
し
來
り
誦
し
去
る
時
、
わ
が
鎭
西
上
人
を
以
て
精
禪
日
本
の
權
化
・こ
崇
む
ゐ
こ
ε
は
、

如
何
な
る
人
も
-

上
人
・こ
宗
敏
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的
立
瘍
を
異
に
す
る
人
さ

へ
も
ー

恐
ら
く
異
存
を
申
す
入
は
あ
る
ま
い
。
洵
に
上
人
は
眞
成
の
愛
國
者
で
あ
る
。

上
入
の
生
活
は
、

日
本

を
精
祚
化
す
る
所
謂
念
佛
報
國
の
生
活
で
あ

つ
た
。
上
人
の
念
佛
三
昧
は
日
本
を
精
紳
化
せ
ん
が
た
め
の
聖
業
で
あ

つ
た
。

上
入
の
宗
教
は

日
本
を
糟
紳
化
し
淨
土
化
せ
ん
が
た
め
の
宗
歡
で
あ
つ
た
。
吾
等
末
徒
は
上
人
七
百
年
の
大
遠
忌
を
邀
ふ
る
に
當
り

て
、

慧
見
無
礙
、
導
師

の
行

に
住
し
、
最
勝
の
道
に
佳
し
、
念
佛
報
國
の
徳
を
行
じ
給
ひ
し
上
人
を
思
ひ
憶

ふ
ε
同
時

に
、
上
入
の
心
を
以

て
心
-こ
す
べ
き

こ
ε
を

誓
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
是
れ
我
等
末
徒
が
上
人
の
恩
徳
の
萬

一
に
酬
ひ
、
報
謝
の
誠
を
表
は
す
所
以
で
あ

る
。
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